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用によってさらに α，Ay, dなどに区別される． B線維は伝達速度の遅い小径有髄神経で自律神経
系の節前線維に属する． C線維は無鎚神経で最も細く，自律神経の節後線維または痛覚の一部を伝
える線維とされている．







痛覚と温覚lζ関係すると考えられている. Merkel’s disc, Meissner小体および Pacini小体はいず
れも A－~線維の神経終末であり触覚に関与しているが，それらのもつ機能は異なっている．触覚
を司どる受容器はその機能から slowlyadapting receptorと quicklyadapting receptorの2種類
1c:分けられている. Merkel’s discは汗線が真皮から表皮の基底細胞層lζ入る部位でその入口を取
り囲むように4つのグループに分かれて存在する． この有髄神経終末は表皮の基底層に存在する大
きく透きとおった細胞，すなわち Merkel細胞と密接に関係する． したがって Merkelcell-neurite 
corn plはとも呼ばれる．乙の complexは slowlyadapting receptorであり，皮膚に圧迫がかかる
と求心インパルスを発信し，そのインパルスの数は少しづっ減じるものの，刺激が加わっている間
中そのインパルスを発信し続ける． そして刺激が強くなればなるほどそのインパルスの頻度が多く
なり，刺激の強度をインパルスの頻度によって表現する． したがってこの slowlyadapting receptor 
は皮膚表面に加わる圧刺激に対する受容器である．
Meissner小体は真皮表層の乳頭内にある 1葉性（singleleaved capsule）の受容器であるが，時
には 2~とか 4 葉に分かれている． それぞれの葉は層状の細胞が平たく重なっている．その層状構
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びインパルスを出す この quicklyadapting receptorは瞬間的な刺激あるいは皮膚面上を動く刺















の知覚神経線維が走っていると考えられているが，そのうち A-{3線維の約36%が slowlyadapting 
線維であり，残りが quicklyadapting線維であると考えられている．
